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一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 

2017年度事業報告 

 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会2017年度の経過 

 

2017 年度の事業として、第32回リハ工学カンファレンスを8月 22日から 24 日まで神戸国際会議

場において i-CREATe2017 と共同開催し、カンファレンスは 303 名の参加者があり、110 演題の発表、

公開講座、等実施しました。福祉機器コンテスト2017は7月に一次選考会、8月に二次選考会を開催

し、機器部門3件、学生部門3件の受賞作を選考しました。受賞作は9月28日に東京ビッグサイトで

開催された国際福祉機器展（H.C.R.2017）において本協会のブースに展示し、同会場で表彰式を行い

ました。受賞作はバリアフリー2018（大阪市）、ウェルフェア2018（名古屋市）、において展示し、多

くの関係者の注目を集めました。協会誌は32巻3号から33巻2号まで4回発行し、33巻1号では福

祉機器コンテストの報告書も合わせて会員に発送しました。 

 分科会・専門委員会関連事業として、支部体制を整備し、6 支部として新たにスタートしました。

災害対策委員会では、JRAT 各種委員会へ委員を派遣しました。また、復興支援活動の一環として第 1

回災害対策セミナーを熊本市で開催しました。広報活動としてはH.C.R.2017、P.P.C.2017、バリアフ

リー2018 等においてブースを設け、本協会の活動を PR すると共に、主催者の主催するイベントに協

力いたしました。また、懸案であったホームページのリニューアル作業を進め、公開できる形まで作

り込みました。  

 以上のように今年度も多方面にわたる事業を実施して参りました。従来からの事業は縮小せずに、

出費を抑える努力を続けてきましたが、財政面では依然として単年度赤字が出る状況が続いています。

今後も本協会を継続及び発展させるため、引き続き会員の皆様のご理解とご協力をお願いする次第で

す。  

会長 沖川 悦三  

１．社員・会員 

１−１. 法人社員・会員 

  2017年7月1日  正会員 761名（うち社員（代議員）84名）、学生会員 28名、 

           賛助会員数 21社（61口） 

  2018年6月30日 正会員 759名（うち社員（代議員）84名）、学生会員 19名、 

           賛助会員数 21社（61口） 

 

２．事業  

 本協会の主たる事業は、リハ工学カンファレンスの開催、福祉機器コンテストの実施、協会誌の発

行、SIG活動及び委員会活動である。以下に、各事業の2017年度の活動を報告する。 

２－１．リハ工学カンファレンス関連（担当理事：剣持悟・鈴木太） 

１）第32回リハ工学カンファレンスin神戸開催 

 ・テーマを「Powerful Asia ～支える技術でつながるみんなと社会 ～」と題して2017年（平成29

年）8月22日(火)〜24日(木) 、神戸国際会議場（神戸市）において相良 二朗氏（神戸芸術工科

大学）を大会長、中村俊哉氏（兵庫県立福祉のまちづくり研究所）を実行委員長として開催した。 

・i-CREATe2017と同時開催で、タイ国シリントーン王女も参加されて盛大に行われた。 

・参加者数は303名であった（協会員・協賛団体員132名、非会員46名、学生21名、初めて発表

する当事者16名、１日参加107名）。 
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・運営スタッフは123名（実行委員21名、スタッフ29名、学生ボランティア73名）、出展企業は

19社・団体であった。 

・i-CREATeやWHO神戸との共同セミナー、当事者企画・発表、中高校生からの発表等が好評であっ

た。 

２）第33回リハ工学カンファレンスの開催準備 

・演題募集を2/1より開始し、ホームページ（カンファレンス、協会）、FBページ、協会MLでの告

知を行い、120件のエントリーがあった。 

・プレカンファレンスとしてセミナーを3/3に開催し、盛況であった。 

・英語版の演題募集要項、ホームページ英訳を国際担当にお願いし、海外の関係団体に送信した。 

・後援・協賛名義使用申請書の発送準備を行った。 

３）第34回リハ工学カンファレンス開催準備 

・大会長の桂律也氏（クラーク病院）、実行委員長の早川康之氏（北海道科学大学）と就任依頼書お

よび覚書の取り交わしを行った。 

・会場は北海道科学大学とし、開催期間は8/21（水）～23（金）で調整中である。 

 

２－２．福祉機器コンテスト関連（担当理事：山形茂生） 

１）福祉機器コンテスト2017 

・第一次選考会 2017年7月8日（土） 応募作品の書類・ビデオ審査 

   於：横浜市福祉機器支援センター 中山福祉機器支援センター  

・第二次選考会 8月23日（水）  

  機器開発部門：プレゼンテーション審査、学生部門：書類・ビデオ審査 

   於：第32回リハ工学カンファレンスin神戸開催会場内 

・発表、表彰：第44回国際福祉機器展H.C.R.2017会場内 9月27日～29日 

・展示、広報：第44回国際福祉機器展H.C.R.2017 9月27日〜29日 

（表彰式／受賞作品の実物展示） 

第19回西日本国際福祉機器展P.P.C.2017(北九州市)  11月16日〜18日 

（受賞作品のパネル展示） 

・福祉機器コンテスト結果報告書を作成し、関係団体に配布をした。 

・リハビリテーション工学Vol33.No.1に結果報告書と協賛企業報告を掲載した。 

・2017年度コンテスト事務局となる車座との業務委託契約を結んだ。 

２）福祉機器コンテスト2018 

特別協賛：フランスベッド株式会社 

・協  賛：株式会社有薗製作所、川村義肢株式会社、株式会社ケアフォース、株式会社ケープ、

日陶科学株式会社、株式会社ミクニライフ＆オート、株式会社モリトー 

・後  援：厚生労働省、経済産業省、公益財団法人テクノエイド協会、国立研究開発法人新エネ

ルギー・産業技術総合開発機構、一般社団法人日本福祉用具・生活支援用具協会、一

般社団法人日本作業療法士協会 

・福祉機器コンテスト2018選考委員会の設置（2018年4月1日～） 

・募集対象：機器開発部門、学生部門 

・広報開始・応募要綱配布：4月中旬  

・募集期間：機器開発部門 5月7日～6月11日 

学生部門 5月7日～7月9日 
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・展示、広報 ：バリアフリー2018（大阪）展示会 4月19日～21日 

ウェルフェア2018（名古屋）展示会 5月17日～19日 

 

２－３．協会誌関連（担当理事：石濱裕規・桂律也） 

１）協会誌発行 

 以下を発刊した。 

・Vol.32 No.3  2017/8 特集「しあわせを呼ぶ支援機器」 

・Vol.32 No.4 2017/11 特集「おいしいごはんで大きくな～れ♪」 

・Vol.33 No.1 2018/2  特集「いのちをそだてる～障害のある親の子育て～」  

・Vol.33 No.2 2018/5 特集「ＡＩとロボットは支援者になれるのか」 

２）編集委員会の開催 

・年４回、協会誌の発行に併せて会場確保を行い、編集委員会を開催した。Web 編集委員会の試験

開催も行った。新規編集委員4名は公募者より編集委員会内選挙にて定足数が年度内に定まった。 

３）査読体制 

・年度内の新規投稿は7件、うち受理原稿の年度内協会誌掲載3件、査読期間は短縮傾向にある。 

４）協会誌の電子化 

・2006.Vol4 以降の投稿記事を公開対象とし、国立研究開発法人 科学技術振興機構運営のJ-STAGE 

サービス利用申し込み手続きを行い、2018年3月迄に本誌のJ-STAGE登載が可能となった。公開

形態は、2006. Vol21.No4 以降につき、投稿記事、特集記事とも認証ありで開始し、必要に応じ

て投稿記事のみオープンアクセスに変更することが理事会承認された。また、創刊以来の協会誌

のPDF電子化保存作業を創刊号より担当理事にて進めるとともに、編集委員会に登載作業を委託

実施することとした。 

 

２－４．分科会・専門委員会（担当理事：岡野善記・金井謙介・中村俊哉） 

１）SIG活動支援 

・現在ある10 SIGの活動を支援するために、協会誌への講習会等の情報掲載、各種展示会における

案内チラシの配布を行った。また、第1回災害対策リハ工学セミナーへの協力要請を行うなど、

当協会事業の推進にあたり協力を仰ぎながら活動を行った。 

２）支部再編の推進及び既設支部への活動支援 

・全国 6支部が設置された初年度であるため、まずは会員への情報周知の目的で協会誌に支部イン

フォメーションを掲載した。新規3支部（東日本支部、関東・甲信越支部、中国・四国支部）に

ついては各地域の実情に応じて活動を開始してもらうため要望に応じて支援する体制を取り、そ

の中で関東・甲信越支部は支部設立シンポジウムを開催などの活動を開始した。既存3支部（中

部支部、関西支部、九州支部）については、引き続き支部活動を推進する体制を取り、関西支部

セミナーの開催支援などを行った。 

３）災害対策委員会の運営 

・JRAT各種委員会（戦略会議、広報委員会、研修企画委員会）へ委員の派遣を行い、JRAT加盟各団

体との協力関係の構築およびJRAT内における当協会の役割の精査を行った。 

４）復興支援講習会開催の検討 

・災害対策委員会の活動の１つとして、昨年度とは形を変えて第１回災害対策リハ工学セミナーと

題した。テーマは『熊本地震復興支援合同シンポジウム －障がい児・者、高齢者の安全で安心

な住まいづくり－』とし、2018年4月7日（土）に熊本県総合福祉センター（熊本市）にて開催
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した。 

 

 

 2017年度SIG活動報告  期間：2017年7月～2018年6月  ※会員数（協会員数）は2017年6月1日現在 

SIG 姿勢保持 http://www.resja.or.jp/posi-sig/ 会員数：176名（41名） 

代表者：繁成剛(東洋大学)  事務局長：児玉真一(横浜市総合リハビリテーションセンター) 

・リハ工学協会事業への協力  

・役員会の開催： 日程：2017年12月23日 会場：横浜市総合リハビリテーションセンター 

・書籍（小児から高齢者までの姿勢保持・第２版）や資料集PDF版の販売 

車いすSIG http://www.resja.or.jp/wc-sig/ 会員数：133名（67名） 

代表者：松尾清美(佐賀大学) 事務局長：深野栄子     

・講習会開催：2017年8月26日・27日 日本福祉用具評価センター（JASPEC）（神戸市）  

・講習会開催：2018年1月20日・21日 佐賀県在宅生活サポートセンター（佐賀市） 

・WEBサイト運営、テキスト発行(年2回)、分科会(BOG)活動、大規模災害復興支援、協会事業への協力 他 

自助具SIG  会員数：9名（9名） 

代表者：岡田英志（ヒューマン） 事務局長：岡田英志（ヒューマン） 

・貸し出し用自助具箱の作成（貸出２件 西九州大学・一般社団法人福祉用具活用相談センター） 

・Facebookを利用した情報発信 

乗り物SIG http://ameblo.jp/sunrisejp007/ 会員数：5名（5名） 

代表者：岩﨑満男(㈱ﾌｧｰｽﾄｳｪﾙﾌｪｱ） 事務局長：増子千景(WILD GATE) 

・分科会(BOG)活動、大規模災害復興支援、協会事業への協力 他 

・SIGのFB/HP更新など 

SIG 褥そう防止装置 http://www.resja.or.jp/sig-pmps/ 会員数：20名（20名） 

代表者：新妻淳子(国立ﾘﾊｾﾝﾀｰ研究所)  事務局長：河合俊宏(埼玉県総合リハビリテーションセンター) 

・HPの更新、リハ工学カンファレンス終了時のポストセミナーは中止。 

コミュニケーションSIG http://www.resja.or.jp/com-sig/ 会員数：67名（20名） 

代表者：渡辺崇史（日本福祉大学） 事務局長：上野忠浩(横浜市総合リハビリテーションセンター)  

・コミュニケーションSIG講習会開催（時期未定） 

・SIGホームページの更新など 

SIG 住まいづくり http://www.resja.or.jp/sumai-sig/ 会員数：107名（60名） 

代表者：橋本美芽（首都大学東京） 事務局長：鈴木基恵(横浜市総合リハビリテーションセンター)  

・復興支援講習会への協力 

・ホームページリニューアル検討 

特別支援教育SIG  会員数：5名（5名） 

代表者：松田靖史（川村義肢㈱） 事務局長：高原光恵(鳴門教育大学)  

・講習会開催協力：2017年12月3日「まだまだあるよ！子どもたちにできること～エンジニアと建築士からの実践例～」 

・会場：鳴門教育大学地域連携センター 

移乗機器SIG  http://www.reha.kobegakuin.ac.jp/~hp-reha/transfer/index.html 会員数：130名（23名） 

代表者：古田恒輔（神戸学院大学） 事務局長：青木久美子（宇部記念病院訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ） 

・移乗機器SIG講習会2017 in 神戸 開催（2017年8月25日・26日：神戸学院大学） 

・ニュース発行（２回） ・役員会の開催 

義肢装具SIG http://www.resja.or.jp/po-sig/ 会員数：143名（44名） 

代表者：水澤二郎 （一般財団法人啓成会 啓成会高等職業技術専門校)  事務局長：砂野義信  

・講習会開催：2017年8月25日・26日 義肢装具SIG第13回講習会 株式会社澤村義肢製作所（兵庫県神戸市） 

・WEBサイト運営 

 

 2017年度支部活動報告  期間：2017年7月～2018年6月 

東日本支部    

世話人：桂律也 吉田泰三（急逝に伴い2017年3月まで）   事務局長：    

・体制づくり及び活動計画の検討   

関東・甲信越支部 

支部長：沖川悦三（神奈川総合リハビリテーションセンター)   事務局長：村田知之（同左） 

・第44回 国際福祉機器展 H.C.R.2017 リハ工ブースにて説明/相談、セミナーなど(2017年9月） 

・日本リハビリテーション工学協会・全国頸髄損傷者連絡会・ケアリフォームシステム研究会合同シンポジウム 

中部支部 

支部長：渡辺崇史(日本福祉大学）   事務局長：新体制に向けて検討  

・新区割りでの運営体制の検討    
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関西支部 

支部長：2017年9月まで：黒田大治郎（元・神戸学院大学）   事務局長：糟谷佐紀（神戸学院大学） 

2017年10月より：相良二朗（神戸芸術工科大学）    

・バリアフリー2018リハ工ブース担当：2018年4月19-21日 インテックス大阪（大阪市） 

・バリアフリー2018の出展社ワークショップ：2018年4月21日 インテックス大阪ワークショップ会場第2会場（大阪

市）『人工呼吸器使用者の私がハワイに行って感じたこと ～重度障害者の海外旅行における、福祉用具や交通アクセ

スの課題～』 

・関西支部シンポジウム「ワタシ達が社会に出るには何が要るの？」 2018年5月26日（土）13時半～16時半、大阪

府社会福祉会館、41名参加    

・役員会：2017年12月1日（金）19時～20時半、学校法人谷岡学園梅田サテライトオフィス、8名出席 

中国・四国支部 

世話人：下元佳子( 一社）ﾅﾁｭﾗﾙﾊｰﾄﾌﾙｹｱﾈｯﾄﾜｰｸ）   事務局長：    

・支部発足に伴い運営体制の検討 

九州支部 

支部長：松尾清美（佐賀大学）   事務局長：小林博光（総合せき損センター） 

・第1回災害対策リハ工学セミナー『熊本地震復興支援合同シンポジウム-障がい児・者、高齢者の安全で安心な住まい

つくり-』：2018年4月7日 熊本県総合福祉センター（熊本市） 

・第19回西日本国際福祉機器展リハ工ブースにてパネル展示。リハ工やコンテストの説明や相談、ブースツアー等：2017

年11月16～18日 西日本総合展示場（北九州市） 

 

２－５．企画推進事業（企画担当理事：中村俊哉・麸澤 孝／事業統括理事：金井謙介） 

 協会の広報活動及び会員獲得に向けた PR 活動、公益活動のために以下の展示会出展及び出展社セ

ミナー等の開催を行った。 

１）広報活動強化 

・第44回国際福祉機器展(H.C.R.2017)（2017年 9月27日（水）～9月29日（金） 於：東京ビッ

グサイト（東京））にてブース出展をおこなった。 

・第19回西日本国際福祉機器展（P.P.C.2017）（2017 年 11月 16日（木）～18日（土） 於：西日

本総合展示場新館） 九州支部の協力の下ブース出展をおこなった。 

・バリアフリー2018（2018年4月19日（木）～21日（土）於：インテックス大阪（大阪））に関西

支部協力の下ブース出展を行った。 

・第14回新潟福祉機器展（2018年5月11日（金）～13日（日）於：新潟市産業振興センター（新

潟市））にブース出展を行った。 

・第15回高知福祉機器展（2018年 6月29日（金）～7月1日（日）於：高知県立ふくし交流プラ

ザ）に出展を行った。（中四国支部により実施） 

２）セミナー開催 

以下のセミナーを開催した。 

・第 44 回国際福祉機器展（H.C.R.2017）（東京）において、出展者プレゼンテーション「大規模災

害とリハ工学支援」（講師：山形茂生氏・巴 雅人氏・中村俊哉氏、2017 年 9 月 27 日（水））を

企画・開催した 

・第 19 回西日本国際福祉機器展（P.P.C.2017）（北九州）において、九州支部の協力を得て、複数

回のセミナー（2017年11月16日（木）～18日（土） ）を企画・開催した。 

・全国頸髄損傷者連絡会、ケアリフォームシステム研究会との第７回合同シンポジウム「重度身体

障害者の過去・現在・未来」（2018年3月3日（土）於：厚木市文化会館 （厚木市））を開催し

た。 

・バリアフリー2018（大阪）において、バリアフリー・ワークショップ「人工呼吸器使用者の私が

ハワイに行って感じたこと〜重度障害者の海外旅行における、福祉用具や交通アクセスの課題〜」

（講師：米田進一氏・宮野秀樹氏・剣持悟氏、4 月 21 日（土））を関西支部の協力の下企画・開

催した。 
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３）災害対策委員会に関する講習会の開催 

・第１回災害対策リハ工学セミナーin熊本（2018 年 4月 7日（土））於：熊本県総合福祉センター

（熊本市）を災害対策委員会・九州支部の協力の下企画・開催した。 

４）その他 

・第55回日本リハビリテーション医学会学術集会（JARM2018）との合同企画「医工連携によるリハ

ビリテーションの発展」を2018年7月1日（日）に開催した。当協会からは、沖川悦三会長、桂

律也理事、松尾清美氏が登壇した。 

 

２－６．国際関連の事業（担当理事：桂律也・石濱裕規） 

１）国際関連団体との相互協定に基づく交流 

・11 月 10 日開催された RESKO カンファレンスに国際医療福祉大学の中村美緒氏を推薦し発表して

いただいた。 

・i-CREATe2017（神戸、リハ工学カンファレンスと同時開催）会期中の8月24日にCREATe Asiaの

会議が開催された。  

・CREATe Asia、日韓台3カ国協定 、RESNA主導の国際連携（支援技術専門家組織： AATPO）、 WHO

と中国が主導して立ち上げようとしているアジア連携（3AT）の それぞれのアジア連携に関する

動きに関する情報収集と対応を行った。関連カンファレンスの開催情報などの案内を行った。 

・諸外国との国際連携を推進するため、経験豊かな相良二朗氏 、井上剛伸氏、 井村保氏に引き続

きご協力をお願いするとともに、新たに繁成剛氏にも協力依頼し、上記の諸課題について相談し、

アドバイスを頂きながら取り組んだ。 

２）国際連携推進委員会 

・今年度は、担当理事の交代、業務引継ぎなどを中心に活動し、委員会は開催しなかった。 

３）英文パンフレットの作成 

・英文パンフレットの更新・印刷が完了し、リハ工学カンファレンス in 神戸とi-CREATeの会場で

配布した。また、HCR等の展示会出展時にも配布を行った。 

 

３．総務  

３－１．規則・選挙（担当理事：水澤二郎） 

１）代議員選挙、役員候補者選挙 

・代議員、役員任期満了にともない、代議員選挙、役員候補者選挙を行った。 

・理事の欠員に伴う補欠候補者の選出について、規程（役員候補者選出に関する規則第3条第4項）

に倣い、かつ諸規程を勘案し、選出方法を整備した。 

２）各種規定の整備、改訂 

・2017 年度定時社員総会における第３号議案（定款の変更）の決議を受けて、定款第 33 条第 3 項

並びに第35条第3項の改定を行った。 

 

３－２．財務（担当理事：吉田泰三・岡野善記） 

・昨年度構築した財務・財務管理体制を運用した。 

・通常の決算処理ならびに予算作成を遅滞なく行った。 

・予算執行状況が分かるよう体制を改善し報告を行った。 

・経費についてより立体的に具体的に見える化を行った。 

・前理事の退任により引き継ぎを行った。 
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・総会においての指摘事項であった予算及び決算を比較できるように体制改革を行い、総会提示資

料の改善を行った。 

 

３－３．総会･理事会等会議開催（担当理事：江原喜人） 

１）2017年度定時社員総会の開催 

・2017年8月23日11:15〜12:15、神戸国際会議場において定時社員総会を開催した。 

２）2017年度第1回（通算第43回）～第6回（通算第48回）理事会の開催 

・2017年7月16日、8月24日、10月15日、12月10日、2018年3月11日、6月17日に理事会を

開催した。 

 

３－４．広報・渉外（担当理事：杉本昌子・中村俊哉） 

１）協会ホームページ 

 ・ホームページ専門委員会を設置し、現行HPの課題確認と新HP構築を行った。 

 ・マッピングの整理、各種申込みフォームを整備、イベント・セミナーの実施報告を掲載する等、

見やすく使いやすいHP作りを進めた。 

 ・現行HPと新HPを併記し、更新と修正をくり返し行い、2018年7月に完全移行を目指す。 

 ・外部HPに協会HPのリンク掲載依頼に対応した。 

２）会員MLサービス 

 ・6支部区割りに合わせて会員MLの更新を行った。 

登録者数：東日本（20）／関東甲信越（88）／中部北陸（16）／関西（43）／中国四国（16）／

九州（21） 合計204件（5/24現在）  

登録率：26.6％（会員総数は2016年時点） 

 ・ML配信件数：23件（5/24現在） 

 ・会員Free MLサービスの開始 

会員希望者により、自由にメール配信による情報発信、共有の場を提供した。 

配信件数：7件（5/24現在） 

 ・Facebook配信：58件 

３）その他 

 ・新規後援依頼対応：2件 

   

４．事務局（事務局統括理事：沖川悦三） 

１） 事務局運営 

・法人としての事務局を運営し、法人会計の更なる整備を進めた。 

２）展示会出展における広報活動 

３）ホームページの運営管理 

・会員サービスの一環とし、今まで以上のホームページ掲載内容の充実を図り、迅速に情報を掲載

した。 

４）大規模災害時の協会の対応  

・大規模災害時の協会対応のひとつとして、大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会

（JRAT）の各種会議に出席し、他団体との協力体制構築を図った。また、引き続き被災地調査を

兼ね、2017年震災復興熊本車いすメンテナンス（JASPA主催）に協力した。 



8 

 

５．後援・協賛事業 

 2017年度は以下の事業の後援・協賛を行った。 

No.  団体名 開催日程 内容 

1 後援 福祉用具プランナー研究ネット

ワーク 

2017/7/9 福祉用具プランナー研究ネットワー

ク第3回研究大会 

2 後援 一般社団法人福祉用具活用相談

センター 

2017/7/18 （一社）福祉用具活用相談センター

設立記念セミナー 

3 後援 社会福祉法人横浜市リハビリテ

ーション事業団 

2017/7/28～29 ヨコハマ・ヒューマン＆テクノラン

ド2017 

4 協賛 バイオメカニズム学会 2017/8/4～6 第25回バイオメカニズム・シンポジ

ウム 

5 後援 一般社団法人日本福祉のまちづ

くり学会 

2017/8/9～11 日本福祉のまちづくり学会 第20回

全国大会 

6 後援 特定非営利活動法人バイオフィ

リアリハビリテーション学会 

2017/8/26～27 第21回バイオフィリアリハビリテー

ション学会大会 

7 後援 特定非営利活動法人医療ネット

ワーク支援センター 

2017/9～2018/3 第5回ウェルフェアデザインコンテ

スト 

8 協賛 公益社団法人計測自動制御学会 2017/9/4～6 ライフエンジニアリング部門シンポ

ジウム2017（LE2017） 

9 協賛 特定非営利活動法人ヒューマン

インタフェース学会 

2017/9/4～7 ヒューマンインタフェースシンポジ

ウム2017 

10 後援 一般社団法人ナンフェス 2017/9/18 ウォーク＆ランフェスタ2017 

11 後援 一般社団法人日本作業療法士協

会 

2017/9/22～24 第51回日本作業療法学会 

12 後援 一般財団法人機械振興協会 2017/9/29 第20回テクノフォーラム 

13 後援 一般社団法人日本義肢装具学会 2017/10/8～9 第33回日本義肢装具学会学術大会 

14 後援 日本身体障害者補助犬学会 2017/10/28～29 日本身体障害者補助犬学会 第10回

学術大会 

15 協賛 バイオメカニズム学会 2017/11/4～5 第38回バイオメカニズム学術講演会 

16 協賛 西日本国際福祉機器展実行委員

会 

2017/11/16～18 P.P.C.2017第19回西日本国際福祉機

器展 

17 後援 NPO法人ケアリフォームシステム

研究会 

2017/11/18 ケアリフォームシステム研究会 全

国大会in広島 

18 後援 特定非営利活動法人日本シーテ

ィングコンサルタント協会 

2017/11/18～19 第13回シーティング・シンポジウム 

19 後援 介助犬のひろば実行委員会 2017/12/3～5 介助犬のひろばin北河内2017 

20 協賛 感覚代行研究会 2017/12/4～5 第43回（2017年）感覚代行シンポジ

ウム 

21 協賛 公益社団法人計測自動制御学会 2017/12/20～22 第18回SICEシステムインテグレーシ

ョン部門講演会 
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22 後援 日本チェアスキー協会 2017/2/23～25 障害者スキー普及講習会 第39回日

本チェアスキー大会  

23 協賛 特定非営利活動法人モバイル学

会 

2018/3/15～16 シンポジウム「モバイル’18」 

24 後援 一般社団法人福祉用具活用相談

センター 

2018/3/17 （一社）福祉用具活用相談センター

セミナー 

25 協力 経済産業省製造産業局 2018/4/23～

6/29 

第8回ロボット大賞 

26 後援 公益社団法人日本理学療法士協

会 

2018/5/25～26 第53回日本理学療法学術研修大会in

茨城2018 

 下線は新規事業 


